
 

 

 

 

 

 

 

 

「大原中のがんばりどころは・・・！」学校評価の結果【保護者版】 
 １２月に実施しました「保護者アンケート」においては，たいへんご多用の中ご回答いただき，誠に

ありがとうございました。その結果と考察について，お知らせいたします。 

 

         【※４段階自己評定尺度の平均値： 2.5 が真ん中になります】  

項  主なアンケートの問い  1 年  2 年  3 年  

学  

 

 

校  

子どもは，学校生活を楽しんでいる。  3.2 3.3 3.3 

学校は，教育方針をわかりやすく伝えている。  3.0 3.1 3.2 

学校は，家庭への連絡や情報提供を積極的に行っている。 3.3 3.3 3.3 

学校は，いじめなどのない楽しい学校づくりに努めている。  3.0 3.2 3.2 

学校は，相談事等に丁寧に対応している。  3.0 3.2 3.2 

学校・家庭・地域の連携はできているほうだ。  3.0 3.1 3.0 

家  

庭  

朝自分で起きている。  2.6 2.8 2.7 

朝食をきちんととっている。  3.7 3.9 3.7 

家庭で決めた手伝いを行っている。  2.5 2.6 2.5 

学校からの便り等をきちんと渡している。  2.9 3.1 3.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１日の勉強時間】 

       小郡市立大原中学校だより 

             
学校教育目標：「目的意識をもって自ら学び心豊かにたくましく生きる生徒の育成」 

令和３年 如月 15日 

 第２０号 

 校長 矢野 晴一 

【スマホ・携帯の使用時間】 

【読書の使用時間】  

【テレビの視聴時間】  

0

4

19

18

14

27

39

49

29

26

18

10

13

9

9

5

6

6

１年

２年

３年

1日平均どれくらい勉強しているか

6 ３時間以上 5 ２～３時間
4 １～２時間 3 ３０分
2 ３０分未満 1 全く
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１日平均どれくらい読書をしているか

6 ２時間以上 5 １～２時間
4 ３０分～１時間 3 １０～３０分
2 １０分以下 1 全く
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１日平均どれくらいテレビを見ているか

6 ３時間以上 5 ２～３時間
4 １～２時間 3 ３０分
2 ３０分未満 1 全く

19

17

11

28

15

16

24

41

38

20

15

19

5

8

10

4

4

7

１年
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１日平均どれくらいスマホ等の電子機器を

使用しているか

6 ３時間以上 5 ２～３時間
4 １～２時間 3 ３０分
2 ３０分未満 1 全く

保護者アンケート 



 

 

 

 何よりも「学校生活を楽しんでいると思うか」の問いに対して，

各学年ともに９０％近くの保護者のみなさまが「とてもそう

思う」「そう思う」と回答していただいていることに，大切な

お子様をおあずかりしている学校としてうれしく思いますと

ともに，「子どもたちの笑顔のためにますますがんばらなければ」と決意を新たにしてお

ります。 

 本年度は，学校の教育活動開始が６月からだったこともあり，不安や苛立ちなど

が混ざり合ったような複雑な気持ちでのスタートだったと思います。 

 例年とは異なる制限された状況の中，本校職員も本気で考え，力を合わせてオリ

ジナルの「大原中版感染予防対策」をつくりました。また，行事についても「できな

いとあきらめるのではなく，何ができるだろうか，どのようにしたらできるだろうか」とい

うことを何度も話し合い，子どもたちとも向き合いながら大原中らしい「体育大会」

や「文化発表会」を創りあげました。子どもたちも職員も本気で考え抜いて，力を

結集して教育活動に取り組んだと感じております。おそらく，その「本気」や「力

を合わせて」ということが「楽しさ」につながったのではないかと考えます。 

 あらためて，さまざまな点でご理解・ご支援をいただいた保護者のみなさまや地

域のみなさまに心からお礼を申し上げます。 

これからも「積小為大（小を積んで大と為す）」を合言葉に，地道にコツコツとがんば

っていきたいと考えております。 

 

 家庭での生活に関する項目をみると，「手伝い」と「朝，自分で起きている」につ

いて，数値が低くなっているのが気にかかります。 

「手伝い」については，日常生活の中で家族の役に立つ経験は，「利他の心」をはぐ

くむとともに，子どもをほめる機会にもつながると思います。また，「自分で起きる」

に関しては，まだまだ，朝すっきりと目覚めることができずに，家族から起こしてもらっている子ども

たちの姿がみえてきます。 

 グラフをみると，家庭学習の時間が３０分未満と答えた子ど

もが各学年ともに１５％くらいあること，読書の時間がゼロと

いう子どもが半数いること，テレビの視聴について，３時間以

上がほとんどいないと思いきや，スマホやネットについては長

時間使用が増加傾向にあること等の実態を総合してみると，一

日２４時間という決まった時間の中で，学習，読書，テレビで

はなく，スマホやゲームといった情報機器の使用に時間をとら

れて，それが睡眠時間に影響を及ぼし，「すっきりと朝をむか

えられず」という姿が見えてくるような気がします。 

 校区で作成した小中学校連携「小・中９年間でしっかり力をつ

けよう」には，学年に応じた「家庭学習の時間」や「就寝時間のめやす」が示されています。 

 子どもたちの健やかな成長を願って知恵をしぼって小・中でつくったこの取り組みを今後も大事にし

ていきたいと考えます。 

 

小さいけれど大きな感動・・・その 21 すてきな音色に誘われて 
 ある日，校内に響く美しい音色に誘われて音楽室を訪ねてみる

と，１年生の音楽の授業が行われており，子どもたちが箏で「さ

くら さくら」と爪弾いていました。 

 子どもたちは，慣れない正座に苦労しながらも，楽しそうに日

本の名曲を奏でていました。 

 校内に響いてくるすてきな音色を聴きながら，何かと忙しくし

ている日々のなかで，少しゆっくりできたような穏やかな気持ちにな

りました。また，「春の訪れ」が感じられて，とても温かい気持ちに

なりました。 

アンケートの結果からみえてきたこと 
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